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1．本年度の研究成果  
1）緩和ケアチームの基準の明確化に関する研究 

わが国の緩和ケアチームの活動指針を示すために、関係者の意見を集約し合意を

形成するために広く使われているデルファイ変法を用いて、緩和ケアチームの基準

を作成するための研究を実施中である。9 月までに文献検討、研究計画の立案、緩

和ケアチーム基準（案）の作成、対象者 27 名のリクルートが終了し、11 月に第 1
回目の調査票を配布した。今後は、12 月にデータ解析を行い、1 月にその結果を

受けてパネルミーティングを実施予定である。 
2）緩和ケアにおける心理士および理学／作業療法士の役割に関するグループ・インタ

ビュー 
緩和ケアチームに関わるコメディカルに求められる能力および学習目標を明ら

かにするために、実際に緩和ケアチームで活動する医師・看護師を対象としたグル

ープ・インタビュー研究を実施中である。10 月に、心理士、理学／作業療法士に

ついてそれぞれ「どのような知識を求めるか」「どのようなことを行って欲しいか」

などについて意見を求める 1 時間半程度のグループ・インタビューを実施した。

現在、逐語録の作成および第 3 者による逐語録確認作業が終了し、これから質的

分析を開始する予定である。 
3）緩和ケアチーム診療に必要な各職種の能力と学習目標の作成 

緩和医療学、精神腫瘍学、がん看護学、心理学、リハビリテーション医学の専門

家が、これまでの知見や経験をもとに、緩和ケアチームの診療に必要とされる各職

種の学習目標を「目的」と「個別目標」をいう枠組みを用いて作成した。 
4）緩和ケアチーム対象の教育セミナー（ワークショップ形式）の開催 

緩和医療の均てん化に向けて、緩和ケアチームの質の向上を目的に東京、大阪、福

岡、浜松においてセミナーの実施を計画した。第 1 回目として地域がん診療連携拠点

病院で活動する緩和ケアチームの医師、精神科医（または心理士）、看護師、薬剤師

60 名を対象とし、国立がんセンターがん対策情報センターと協力して 11 月 18 日に東

京においてワークショップを実施した。学習形態は、受講者が自ら参加・体験するこ

と、グループダイナミクスを活用して日頃の問題への気づきや解決方法を見出すこと

ができることなどを重視し、グループワークやロールプレイを中心とした。プログラ

ム内容は、緩和ケアチームの立ち上げ方、緩和ケアチームの抱える問題点の明確化、

困難なコンサルティへの対応の仕方、自身が活動する緩和ケアチームの課題の明確化



とした。参加者は 15 施設 60 名であった。受講者によるワークショップ後の評価は（回

収率 95%）、「すごく／まあ役立つ」と回答した者が 98%、「満足／まあ満足」と回答

した者が 97%であり、概ね高い評価であった。しかし、自由記載に「医師・看護師以

外の職種に関する内容を増やして欲しい」「作業時間が足りないセッションがあった」

などの指摘もあったため、今後 3 回のワークショップではより質の高いものとなるよ

う、指摘された点や反省点を踏まえたプログラムに修正する予定である。 
5) 看護師に対する啓発普及プログラム ELNEC〈End-of-Life Nursing Education 
Consortium〉日本語版の開発 

緩和ケアを専門としない看護師に緩和ケアに関する能力を教育するために、米国

で開発された終末期看護における看護師に対する啓発普及プログラムである

ELNEC〈End-of-Life Nursing Education Consortium〉日本語を開発中である。

9 月に翻訳作業が終了し、内容や表現がわが国に適用可能かどうかを、複数の緩和

ケア看護の専門家により検討している。さらに、ELNEC を受講したことによる効

果を検証するための尺度も開発中である。今後は、1 月に一大学病院においてパイ

ロットスタディを行い、プログラムおよび尺度の実施可能性を検討する予定である。 
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